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Constellation of stars news「煌星」きらぼし／ほしのきらめき 

 

MORISEA SAID 

新たに先生が２名加わり、後期入学試験に向けて体験入学者も迎えるなどア

カデミーも賑わい始めました。前期の期間はアカデミーに慣れてもらうことを

目的にある程度個々の心境や状況に合わせて進めてきました。後期はもう少し

プログラムをしっかり進められるように私たちも努力していきますのでご協力

よろしくお願いいたします。 

さて、畑の野菜たちの成長が著しくすでにキュウリが５本収穫できました。

トマトもまだ緑色ですが実がふくらんでだいぶ大きくなってきました。花壇に

もヒマワリとアサガオとコスモスを植えました。色とりどりになる時期が楽し

みです。 
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9/1 登校開始 
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※対話の時間(SHR) 9：15～9：25 ※1限～3限 9：30～12：20 ※昼休み 12：20～13：00 

※4限～5限 13：00～14：50 ※清掃 14：50～15：05 ※振返の時間(SHR) 15：05～15：15 

※8/7～8/20は学校は完全にクローズになっています。 

夏休み特別講座Ⅰ 8月 1日（火） 星槎高尾キャンパス（ドローン体験） 

星槎高尾キャンパス（星槎国際高校八王子学習センター） 

※十日市場駅集合か高尾駅に直接集合を選択できます。保護者会にてお伝えします。 

※昼過ぎまでの体験になります。昼食を持参してください。 
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夏休み特別講座Ⅱ 8月 23日（水） 入れたらどうなる？液体窒素の不思議 

※10:00～12:00まで、午前のみの特別授業です。お昼は必要ありません。 

すららサマーチャレンジ開催 

夏休みに「すらら」を利用して夏課題を配信していきます。配信日は毎週月曜日です。科目は国語、算

数・数学の２科目。毎日１時間程度学習できる量を出題します。 

配信日：7月 24、31、8月 7、14、21、28の全 6回。 

9月 4日（月）に「すららサマーチャレンジカップ」を実施し、夏の頑張りをチ

ェックしていきます。（サマーチャレンジの結果だけではなくプロセスも評価し

ます！） 

◆それぞれ、「すらら」にログインしてください。この QRコードこどもしくは、 

https://lms.catchon.jp/student/login.php からログインください。配信課題が通知されています。 

STAFF紹介 

7月から着任しました新スタッフを紹介します。 

NEW 相原 雄太郎（AIHARA, Yutaro） 

はじめまして、美術科の相原と申します。 

生徒の興味関心を引き出すような、わくわく感がある授業を行っていきたいです。 

生徒にとって指導者であるのと同時に、良き相談相手であるような教員を目指してい

ます。生徒の声に耳を傾け、生徒の立場に立って指導できる教員になれるように頑張

ります。よろしくお願いいたします。 

NEW 兼子 龍海（KANEKO, Tatsumi） 

兼子龍海（かねこたつみ）です。 

私は星槎中学・高等学校の卒業生です。 

この経験を活かしてこども達と関り合いながら、楽しんで学ぶことを目指していき

たいです。教科は国語と体育が専門ではありますが、すべての遊びが学びにつながっ

ていけるようにやっていきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

Seminar for Learning to be 

今週金曜日 7/21 10：00 に寺山千代子先生をお招きして、星槎アカデミー保護者セミナーを実施し

ます。多くの方の参加をお待ちしています。 

その後の保護者会の昼食準備もありますので、下記 QR コードからまだ参加申し込みをされていない方

は記入の上送信をお願いします。 

講師 ： 寺山千代子 （てらやま ちよこ） 

プロフィール ： 東京都生まれ。 公立小学校教諭、国立久里浜養護学校教諭、

国立特殊教育総合研究所（現国立特別支援教育総合研究所）研究員・主任研

究官・分室長、植草学園短期大学教授・名誉教授、目白大学客員教授、星槎大

学客員教授、日本発達障害ネットワーク（JDDnet）評議員、白百合女子大学

臨床センター顧問、日本自閉症スペクトラム学会事務局長を歴任。現在同学会

https://lms.catchon.jp/student/login.php
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顧問。 誰もが一目置く日本での自閉症児者教育対応実践者であり、研究者。日本自閉症スペクトラム学

会創設者。 

※当日は、ざっくばらんな雰囲気で、皆さんと懇談会的要素も入れてお話を進めていく予定です。 

保護者会 

7/21（金）10：00～11：30の保護者セミナーに続いて、1２：３0から保護者会を実施します。 

保護者会では、こどもたちの様子や、アカデミーの現況、9 月からのアカデミーの取り組みと、ご家庭へ

のお願いなどお話しさせていただきます。 

昼食をとりながら進められればと考えていますので、上記QRコードから回答をお願いします。 

また、こども達は夏休み初日になりますが、登校希望の場合は同じく出欠票にてお知らせください。 

（報告内容） 

・上半期状況報告 

・下半期計画報告（ステラプラン、グレード確認試験、SAAB等） 

・SEISAアカデミーからのお願い 

朝の定期便 

現在、朝の時点で皆様からこども達の出欠席・遅刻などの連絡を電話で頂いてお

りますが、時間が重なり電話に出ることができなかったりする場合も生じていま

す。朝の貴重な時間を有効に使っていただくためにも、朝の定期便として、お子

様の体温や、出欠席などの情報を送信してください。 

毎朝、右の QR コードにアクセスして必要項目を入力して送信ボタンを押してく

ださい。よろしくお願いします。 

授業／学習／学修 

ご存じのように、アカデミーでの学習は、１．Art を含めた幅広い教科横断的総合学習 ２．すべての学び

の基礎となる学習（ベーシック） ３．得意分野を突き詰める探究学習の 3 区分で構成された教育課程にな

っています。 

現在、授業は個々の状況に応じて、可能な限り個別最適化して進めていますが、その結果学習の目的が

あやふやになって達成が困難になる可能性があります。特に、ベーシック学習に関しては取り組みの姿勢が

個々人によって大きく異なり、AI ドリルを活用した個別学習にも関わらず成果が上がっていないアカデミ

ー生も見られますし、教科横断的総合学習も一括りで「勉強は嫌だ」という理由で取り組めない場合もある

ようです。これらの状況をアカデミースタッフは深く憂慮するとともに、自らの意思の元でアカデミー生が

主体的に学習に取組めるように日々努力していきます。 

アカデミー生がご家庭におかれましても学習に取り掛かれるように、Google サービスや AI ドリルなど

活用していますので、ぜひ環境整備にご協力いただくとともに、積極的に活用するように促してください。 

Google Classroomや、AIドリルを活用するスタートラインである、ご家庭でのログインまで見ていた

だけますようお願いします。 
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きら星アワード開催！ 

9 月 11 日（月）13：00 より、夏休みを活用して創造した皆さんの作品の発表会を実施します。作品は、

自作コンピュータプログラムでも、製作物でも、文芸作品でも、写真や動画でも、皆さんのとっておきの一

品をお願いします。 

〆切は、9月 1日（金）登校開始日です。 

9月 11日に開催する「きら星アワード」で発表してください。きら星アワードは、保護者の方もオンライン

でご覧いただけるように準備する予定です。接続先は、8月２１発行予定のきらぼし 6号で連絡します。 

そして、9月 18日発行予定のきらぼし 7号で審査結果を発表します。 

お知らせ 

◎後期より水曜日は午前登校とさせていただきます。午後は自宅学習とします。 

◎11 月 11 日(土)開催の SAAB(SEISA Africa Asia Bridge 2023) に向けてアカデミーもテーマに

沿った発表ができるように学習していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

過ぎてしまったものを過去といいますが、まさにこれを書いている「今」も、すでに過去の一部なのかもしれ

ません。これから来る未来が、過去ではなく今でもないのであれば、時間は直線ではなく円環と考えた方が

合理的なのかもしれません。誰もが、昨日の今より、今日の今の方ができなかったことができている、知ら

なかったことを知っているというのは実感しているはずです。これは何歳になっても同じことなのだと、還

暦を迎えしみじみ感じます。時間の回り具合は早くなった気もすれば、遅くなった気もします。 （MA） 


